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流域からエスチュアリーの生態系，水環境と古環境

特　集

　流域からエスチュアリーは，人間活動の影響を最も受ける水域・地域であり，現在の環境の理解や評価
には，生態系や水環境の基礎的なデータの取得と解析が重要です．また現在の環境を，過去からの変遷か
ら見ることによって人間活動の影響の識別を可能にします．Laguna (汽水域研究 )では，中海・宍道湖の特
集として「中海・宍道湖の浮遊物質，堆積物と環境変化」と「中海・宍道湖の底生生物群集と水環境」を，
26巻と 27巻に出版しました．本特集「流域からエスチュアリーの生態系，水環境と古環境」は，宍道湖に
加えて，北海道のシブノツナイ湖及び藻琴湖，福井県の北潟湖，また京都府の舞鶴湾，また流域の研究で
は福島県の三春ダムのさくら湖の論文からなり，生態系，水環境，古環境，調査手法などの 7編の論文か
ら構成されています． 
　特集号に投稿頂いた著者の皆様，また査読にご協力頂いた方々，英文校閲にご協力頂いたアリゾナ大学
の David Dettman博士 (島根大学エスチュアリー研究センター客員研究員 )に御礼申し上げます.  
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